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島根県江津地域の都野津層の露頭
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都野津層は，山陰西部，江津市付近の上部鮮新統一下

部更新統(“都野津層群..)の主部を占め，島の星層によ

り不整合でおおわれる(第 1，2図).層厚 90-1∞mで河

川堆積物を主とするが， Ml， M2等と付番された“海成

粘土層..(大部分は潟湖堆積物)をはさんでいる.とく

に江の川西側の地域では，河川成の泥質堆積物を対象と

した大規模な瓦粘土採掘，都市開発などに伴う大露頭が

諸処に存在し，都野津層の，堆積時の古気候変動や広域

的な沈降運動を反映した層序・堆積相の研究に対して貴

重な資料を提供している.新露頭が新たに造られる一方

で，露頭のあるものはすでに消失し，また，改変や植被

が，そうでないとしても風化が年々著しく進行してい

る.これらの，とくに未風化の露頭の写真記録を残して

おくことは意義のあることと考える.

都野津層の解明に大きな貢献をされた故大西部夫教授

追悼記念のこの機会に，模式露頭を含めて，その層序・

堆積相の特徴をよく表している大露頭のいくつかを紹介

する(第3図).ただし，河川堆積相と海成粘土層"

の一部，とくに M4は岩相の水平的変化が著ししこれ

らがすべてを代表しているわけではないことをお断りし

ておく.なお，都野津層の層序・年代についてはまだ未

解決の問題が残されている(水野， 1996b). 
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ならびに粘土混濁水の電気伝導度・ pHによる古環境推

定に関する宮田雄一郎・石掛貴人両氏の未発表資料の一

部，宮田雄一郎氏の M4上位の火山灰の円年代値に関

する未発表資料を参照させていただき，引用のご許可を

いただいた.また，上記諸氏には本研究を通じて有益な

ご討論をいただいてきた.厚くお礼申し上げる.
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第 l図 島根県江津市付近の地質略図(水

野ほか， 1994). 

細かい点，都野津層;黒色，島の星層;

粗い点，室神山層.
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第 2図江津地域の鮮新一
更新統(“都野津層群") 

の層序(水野， 1 996a， 
図4を一部改訂). 

“都野津層群"に対し
ては，混乱を防ぐために

新たに「江津層群」の名
称、が提案された(水野，

1996b) • 

第 3図 江津一都野津地域の露頭位置(本稿の図番号に一致). 
地形図は国土地理院発行2万5千分の 1r都野津」と「江津jによる.

すでに開通している「江津バイパスjは図示されていない.



第 4図 b

第4図 a 江津市都野津町都野津，丸八

窯業株式会社用地北縁の都野津層の模

式露頭(1996年 5月撮影)(水野ほか，

1994，第 5，6図参照;水野， 1996a， 

図3の原写真). 

延長約 200m，高さは堀込みの基底

(写真左部)から約 30m. 左部(露頭

全体の南西部)の崖では同基底の上位

約 2mの部分が火山灰層 ZTlaの層準

と思われる(図中の星印;同火山灰層

と考えられる火山灰薄層が手前側の露

頭面で不連続的に発達しているのが見

られたが，この面では消失している).

ZTla については第 5図参照.本露

頭では， ZTla直下の層準から M3の

上位約 11mの層準までが現れている

(第4図 b).しかし，露頭の右部(露

頭全体の北東部)では， M2 の下位 4~

5mの層準が基盤の花崩閃緑岩に接し

ており，同層準以下が基盤に対してア

パットしている.

M3以下の層準は全体的に泥質であ

島根県江津地域の都野津層の露頭

第 4図 a

る. M3の上位では約 7m厚の低角斜

交層理を持つ磯混じり粗粒砂岩が上方

細粒化して泥岩に移化している.貝化

石は稀であるが， M2からCerithidea?

sp.が， M3か らCorbicula sp.が発

見されている.また， M2.5からは汽

水生の珪藻化石が報告されている(松

坂， 1989). 

第4図 b 模式露頭の柱状図(水野， 1996 

a，図 5に基づく )• 
岩相柱状図の左側は残留磁気測定結

果，黒丸は正帯磁，白丸は逆帯磁，小

さな丸印は他露頭での測定結果を投影

したもの. M3とその直下の正帯磁部

はオルドパイ亜逆磁極帯に， M2以下

の正帯磁部はガウス正磁極帯に対比さ

れた.右側の矢印は古流向(北向き)

を示す.MとFはイオウ分析結果に

よる推定古塩分濃度， M は海~汽水

性， Fは淡水性.WとCは花粉分析

結果からの推定古気候， W は温暖， C
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第 4区Ic

は冷涼.宮田雄一郎・石掛貴人の資料

(未発表)によれば，粘土混濁水の電

気伝導度による古環境推定の結果はイ

オウ分析結果による結果とほぼ同様で

あるが， ZTlaの直上も塩分濃度がや

や高かったと思われる.

上下を通じて， ZTla付近から M3

までは海進 ・海退に伴って，河川最下

流部の淡水湿地から潟湖域へ，またそ

の逆へという堆積場の変遷を読みとる

ことができる.そして，これは古気候

変化と密接に対応しており，堆積時の

絶対的海水準変動を反映していると考

えられる.

第4図 c 1989年における第 4図 aの露

頭(西側の深い堀込み部分はない)• 
崖の整備後間もなく比較的新鮮な露

頭面のため，諸層準の特徴がよく分か

り，また，都野津層とは異なる色調の

基盤岩(北東側)を容易に識別できる.

第 5図江津市都野津町半白浜， ZTla (写真

右下部，白色細粒火山灰， 15cm厚)の下位

から ZTlbを経て M2直上までが現れてい

る，東向きの露頭(高さ約 10m)(草加恵子

1993年撮影).この露頭は現在消失.

写真では見えないが， ZTlaの下位に約 6

m厚の無構造で炭質物を伴う泥岩を経て， M

l最上部の帯緑色砂質泥岩が見られた ZTla 

は露頭の左部で消失.約 3m上位に ZTlb(約

1m厚の変質した灰緑色軽石質火山灰)があ

るが，露頭の右部で消失. M2は緑灰色の l

m厚の泥岩で，上方に青灰色の泥岩に移化

する. M2とZTlaの問は ZTlbを除き，粗

粒砂岩を伴う河川性の周期性堆積相である.
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第6図 江津市嘉久志町，江津市中央公園南端の駐車場西側

の大露頭(高さ約 20m)の一部 (1995年5月撮影). 

造成直後で， M4を含む都野津層最上部と，それを不整

合で被う島の星層の最下部がよく見られる.この露頭で見

られる層序は下位より次のとおり(括弧内の数字は厚さ，

単位は m;a-fは写真中の記号に一致). 

a)白色，比較的淘汰がよく，弱い低角トラフ型斜交葉

理と並行葉理を持つ粗粒砂岩 (3+). i斬移して， b)褐色，

やや縞状の固い泥岩 (0.8-1).急変して， c)帯緑青黒色

の泥岩(1.7). d)緑灰色の泥岩(2).e)cと同じ泥岩(3).t) 

褐色の極細粒砂岩 (0.6-1). g)やや淡色で弱い層理を持

つが c. eと同様な泥岩 (5-6.5) (中部と最上部に白色の

20cm厚の火山灰層をはさむ).h)褐色の古土壊(0.4-0.6). 

j)島の星層の磯岩 (3+)(大規模な緩いトラフ型斜交層理

を持つ).褐色の古土壌(h)の基底は，最上部の，火山灰を

はさむ gの層準をかなりの起伏をもって侵食している.

この火山灰の 円 年代値は宮田雄一郎 (未発表資料)によ

れば， 1.8:t0.3Maである.

一般に風化露頭では上記のような詳しい層序の識別が難

しい.c， d， eの泥岩は，水野・武智(1993)がこの地点

の南南西方約 300mの地点の M4について付香した M41，

M4m， M4uに，それぞれ相当する.また， 9の泥岩は，新

鮮な場合には eと区別が難しいが，風化すると c-eの泥

岩と gの泥岩との相違が明瞭で，一般には c-eが一括し

て M4と認定される. 9の下半部には汽水~海水生の珪藻

化石が含まれ，またイオウ含有量の点と電気伝導度 (富田

雄一郎-石掛貴人の未発表資料)の点で“海成"の可能性

が高いが，便宜的に， c-eをまとめて M4とする.なお，

珪藻化石・イオウ含有量・電気伝導度の資料を総合する

と，cとeは汽水， dは淡水環境下の堆積物と考えられる.

最下部の白色砂岩(a)は，工事中の崖で見たところ著し

く膨縮し， 1m程度から最大 8mの厚さに急激に変化する.

分布は中央公園の付近にほぼ南北の方向に限られているよ

うで，河川の流路沿いに形成されたことが示唆されてい

る.本露頭の南方約 3∞mの地点では，この砂岩は基盤岩

上にオンラップしている.なお， M3は同地点を除き，こ

の付近では M4の下位， 7 -8rrtないし 10数 m の層準に

存在する.

第7図 前記大露頭の南端部 (工事中で現在では消失)(1994 

年8月撮影). 

白色砂岩(a)の下位に整合的に淘汰のわるい，かつ部分

的に斜交葉理に富む砂岩と泥質砂岩 (最大4m厚)がある

(写真中の j).厚さの水平的変化が白色砂岩と同様に顕

著.これは，顕著な侵食関係でその下位の， M3上位の泥

岩(k)の上に重なる.

第8図 江津市街地，スーパース トア「グリーンモー lレJ南
方の大露頭の一部 (1989年撮影) (水野ほか， 1994，第 10

図参照). 

M3の層準 (ここでは M3の存在不明確)の上位に 8-10

m厚の不淘汰様岩・砂岩と灰白色泥岩 (河川性)があり，

その上位で“M4"(6-IOm厚)が，侵食面を伴う 著しい

谷地形 (比高約 3m)を埋積 ・オ ンラップし，崖の最上部

で島の星層の磯岩が“M4"上位の砂岩 (2m厚)を被ってい

る."M4"は中央公園付近のそれと岩相・層序を異に し，

下位からおおよそ， (A)不淘汰の砂質泥岩， (8)コンクリー

ションを層状に伴う泥岩， (C)中央公園露頭での C とe
に似た“典型的な M4の泥岩" という層序を示している.

珪藻化石群集は (A)から (C)に向かつて淡水生優勢から汽

水生優勢に変化しており，海進に伴う谷埋めを示してい

る.中央公園域との対比関係は明かではないが， (C)はc
に，その上位の砂岩(中央公園域で M4の下位に存在する

白色砂岩と同質)は M4中部の dに相当するものかも知

れない.“M4"の谷の傾斜している側壁(図中の矢印部分)

では，下位層との境界面に沿って縁辺機岩様にところどこ

ろに炭質物がならんでいる.

花粉層序の研究結果を合わせ ここでは江の川東方地域

に発達する，温暖気候下の M3.5の層準が M4下位の侵食

面により削剥されていると考えられる また，侵食面は中

央公園域で見られる侵食面(第 7図中の lの下位)に対応

する可能性が高い.水野 (1996b)は，これらの侵食面の上

下の堆積層の特徴に大きな相違があるとし， M4を含むそ

の上位の層を便宜的に都野津層の「上部亜層」と仮称した.


